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平
安
時
代
の
食
生
活
序
「
朝
廷
の
酒
」
に
つ
い
て
寺
　
林
　
香
　
代
　
平
安
時
代
は、
中
国
と
の
国
交
を
三
百
年
以
上
も
途
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
日
本
独
自
の
文
化
が
開
化
し
形
成
さ
れ
る
。
年
中
行
事
も
、
前
代
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
が、
日
本
古
来
の
農
耕
儀
礼
と
合
流
し
定
型
化
す
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
ハ
レ
の
食
物
も
あ
る
程
度、
確
定
し
た
も
の
と
な
る
。
し
か
し、
そ
の
形
態
や
種
類
は
次
第
に
多
様
化
す
る
。
ハ
レ
の
食
物
と
し
て、
餅
や
酒
は
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た。
拙
稿
田
で
は、
餅
が
ハ
レ
の
食
物
と
し
て
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
は、
そ
の
実
質
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
高
カ
ロ
リ
ー
）
で
あ
る
こ
と
と、
価
値
付
与
的
な
エ
ネ
ル
ギ
i
源
（
神
の
力
の
凝
縮）
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
他
方、
酒
も
ま
た、
餅
と
同
様
に
実
質
的
か
つ
価
値
付
与
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。
し
か
し、
酒
が
人
を
酔
わ
せ
る
と
い
う
点
に
お
い
て、
餅
と
は
異
質
な
酒
の
宗
教
性
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
古
代
に
お
い
て、
飲
酒
は
神
事
の
場
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
に、
酒
は
単
な
る
食
物
で
あ
る
以
前
に
宗
教
的
道
具
で
あ
っ
た
。
神
（
信
仰
の
対
象）
と
人
間
と
の
交
　
　
寺
林一
平
安
時
代
の
食
生
活
わ
り
を
中
心
に
し
て、
宗
教
の
基
本
的
な
定
義
が
さ
れ
る
が、
神
と
人
間
を
結
び
つ
け
る
媒
介
物
が
酒
で
あ
る。
神
と
の
一
体
化
を
は
か
る
酒
の
宗
教
性
は、
現
実
的
な
役
割
か
ら
象
徴
的
な
役
割
ま
で、
非
常
に
複
雑
な
形
態
を
と
り
な
が
ら
変
化
し
て
い
く
が、
基
本
的
に
は
古
今
東
西
に
共
通
す
る。
　
平
安
時
代
に
お
け
る
酒
は、
坂
口
謹
一
郎
氏
 
に
よ
れ
ば、
「
民
族
の
酒
」
と
「
朝
廷
の
酒
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
民
族
の
酒
」
と
は
日
本
古
来
か
ら
伝
わ
る
も
の
で
あ
る。
「
朝
廷
の
酒
」
と
は、
奈
良
時
代
に
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
酒
造
技
術
が、
日
本
食
物
文
化
の
中
で
独
自
に
発
展
し
、
朝
廷
が
そ
の
技
術
に
よ
っ
て
作
っ
た
酒
で
あ
る、
　「
朝
廷
の
酒
」
の
登
場
に
よ
っ
て、
ま
た
後
に
は、
「
朝
廷
の
酒
」
が
貴
族
文
化
と
し
て
民
衆
に
広
ま
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に、
日
本
の
酒
の
歴
史
の
大
き
な
展
開
が
あ
る
。
酒
造
の
発
展
お
よ
び
普
及
は、
酒
の
多
様
化
を
う
み、
ハ
レ
の
日
の
み
な
ら
ず
ケ
の
日
に
も
飲
酒
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果、
飲
酒
す
る
こ
と
の
宗
教
性
や、
飲
酒
す
る
場
の
集
団
性
が
く
ず
れ
る
傾
向
も
出
て
く
る。
平
安
時
代
の
「
朝
廷
の
酒
」
は、
酒
の
宀
示
教
性
の
中
に
酒
の
日
常
性
を
既
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
小
論
の
目
的
は、
平
安
時
代
初
期
を
中
心
に
「
朝
廷
の
酒
」
の
種
類
や
製
法
な
ど
の
実
態
を
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て、
平
安
時
代
の
食
生
活
に
お
け
る
酒
の
多
様
化
と
日
常
化
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
あ
る。
日
本
の
食
物
史
に
お
い
て、
ま
ず
は
平
安
時
代
に、
今
日
の
食
生
活
の
原
型
が
形
成
さ
れ
て
い
る。
米、
餅、
酒
な
ど
の
多
様
化
と
日
常
化
に、
日
本
の
食
物
史
の
個
性
的
な
骨
格
が
形
成
さ
れ
る。
そ
の
骨
格
が
肉
付
け
さ
れ
る
の
は
室
町
時
代
で
あ
る。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
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注
  
拙
稿H
「
平
安
時
代
の
食
生
活
i
年
中
行
事
と
餅
ー
」
『
夙
川
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
号
　
昭
和
六
十
年
　
二
二
七
ー
二
四
〇
頁。
坂
口
謹一
郎
著…
『
日
本
の
酒』
岩
波
書
店
昭
和
四
十
七
年
一
〇
〇
頁
。
一
、
酒
の
役
割
　
酒
の
シ
偏
は、
水
ま
た
は
液
体
を
意
味
し、
酉
は
酒
壷
の
形
を
表
現
し
て
い
る
。
字
音
の
シ
ウ
は
熟
（
じ
ゅ
く）
で、
熟
成
し
た
液
体
を
指
す
。
ジ
ュ
ク
が
シ
ウ
を
経
て
シ
ュ
と
変
化
し
て
い
く
。
従
っ
て、
酒
は
酒
壷
の
中
で
熟
成
し
た
液
体
を
意
味
す
る
。
ω
　
ま
た、
酒
は
和
名
「
佐
介
」
で、
「
さ
か
ゆ
る
」
を
意
味
す
る
。
酒
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て
人
は
酔
っ
た
状
態
に
な
る
。
こ
の
状
態
に
魂
の
躍
動、
魂
の
］
栄
え
」
を
太
古
か
ら
人
々
は
実
感
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た、
「
キ
」
と
か
「
ミ
キ
」
と
い
う
酒
の
古
称
は、
魂
や
霊
に
通
じ
る。
英
語
の
ス
ピ
リ
ッ
ト、
ド
イ
ツ
語
の
ガ
イ
ス
ト、
フ
ラ
ン
ス
語
の
エ
ス
プ
リ、
い
ず
れ
も
現
代
で
は
精
神
や
魂
や
霊
を
意
味
す
る
が、
酒
そ
の
も
の
を
も
意
味
す
る
。
　
酒
自
体
が
神
聖
な
も
の
と
し
て、
信
仰
の
対
象
と
す
る
宗
教
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教）
も
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
神
話
で
は
オ
シ
リ
ス
が、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
（
バ
ッ
カ
ス）
が
酒
の
祖
神
で
あ
る
。
日
本
の
神
話
で
　
　
　
　
　
　
す
く
な
ひ
こ
なの
か
み
は、
大
国
主
命
や
少
彦
名
神
が
そ
れ
に
あ
た
る。
い
ず
れ
も
農
耕
神
と
し
て
酒
の
神
秘
性
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
農
業
と
酒
造
は
稲
作
文
化
圏
の
日
本
に
お
い
て、
太
古
か
ら
非
常
に
深
い
関
係
が
あ
る
。
古
代
の
神
事
（
祭
事）
に
お
い
て、
人
々
は
忘
我
の
境
地
に
至
る
ま
で
酔
い
つ
ぶ
れ、
神
と
の
一
体
感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
と
共
同
体
の
連
帯
感
を
得
て
い
た
。
つ
ま
り、
飲
酒
は
ま
ず
日
常
的
状
況
を
脱
し
て、
神
に
近
づ
く
た
め
に、
あ
る
い
は
神
を
招
き
寄
せ
る
た
め
に、
神
と
人
間
に
介
在
す
る
い
ろ
い
ろ
な
夾
雑
物
を
取
り
除
く
こ
と
に
あ
る
。
次
に
飲
酒
は
よ
り
積
極
的
に、
人
間
を
神
が
か
り
的
に
す
る
た
め
に、
あ
る
い
は
神
の
顕
然
を
実
感
す
る
た
め
に、
陶
然
と
し
た
境
地
で
神
と
の
親
密
さ
を
確
認
さ
せ
る。
そ
し
て
飲
酒
は、
祭
事
に
お
け
る
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
の
神
秘
的
な
共
通
体
験
に
よ
っ
て、
共
同
体
の
結
束
を
再
び
強
化
す
る。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て、
作
物
の
豊
穣
や、
共
同
体
の
秩
序
や
安
寧
な
ど
が
願
わ
れ
た
。
酒
な
し
に
祭
事
は
成
り
立
た
な
い
。
と
り
わ
け
農
耕
儀
礼
に
お
い
て、
ま
た
通
過
儀
礼
に
お
い
て、
酒
は
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る。
　
農
耕
儀
礼
と
は
「
農
耕
社
会
に
お
い
て
作
物
の
豊
穣
を
期
待
す
る
目
的
で、
超
自
然
的
な
力
の
作
用
を
得
る
た
め
に、
集
団
の
依
拠
す
る
世
界
観
を
構
成
し
て
い
る
モ
チ
ー
フ
の
も
と
に、
農
耕
の
区
切
り
ご
と
に
表
象
さ
れ
る
宗
教
的
行
為
で
あ
る
。
 
」
　
作
物
（
主
食
ま
た
は
神
聖
視
さ
れ
る
穀
物）
の
豊
穣
を
願
い、
収
穫
に
感
謝
す
る
こ
と
が、
農
耕
儀
礼
の
原
型
で
あ
る。
後
に、
稲
作
に
お
け
る
栽
培
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て、
ま
た
自
然
条
件
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
っ
て、
農
耕
儀
礼
は
複
雑
に
な
る
。
時
と
所
に
よ
っ
て
変
化
変
遷
を
経
る
。
し
か
し
古
代
に
お
い
て、
農
耕
儀
礼
の
力
点
は
収
穫
か
ら
播
種
の
期
間
に
お
か
れ
て
い
た。
稲
の
枯
死
か
ら
種
子
の
発
芽、
つ
ま
り
死
と
復
活
の
観
念
に
よ
っ
て、
大
母
神
で
あ
る
穀
母
と
穀
霊
の
関
係、
祖
先
の
霊
と
生
者
の
霊
の
関
係
が
い
ろ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
い
な
め
の
ま
つ
ワ
う
な
呪
術
的
儀
礼
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る。
例
え
ば、
古
代
宮
廷
の
新
嘗
祭
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新
穀
を
祖
神
で
あ
る
天
照
大
神
と
共
食
す
る
儀
式
で
あ
る
。
稲
の
霊
力
を
身
に
つ
け
て、
天
皇
が
天
照
大
神
の
御
子
と
し
て
君
臨
す
る
儀
式
で
あ
る。
　
　
　
　
　
　
に
へ
　
　
い
み
「
に
い
な
め
」
は
贄
の
忌
の
合
成
語
で、
神
に
贄
す
る
た
め
の
物
忌
み
か
ら
出
た
言
葉
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る。
　
神
と
人
間
が
共
生
し
て
い
た
神
話
世
界
か
ら、
神
が
人
間
か
ら
遠
ざ
か
り
は
じ
め
る
古
代
社
会
に
お
い
て、
祭
事
の
飲
食、
と
く
に
酒
宴
に
お
い
て
神
が
招
か
れ、
神
と
人
間
の
一
体
化
が
試
み
ら
れ
る
。
飲
酒
に
よ
る
陶
酔
感
こ
そ、
作
物
の
死
と
復
活
に
と
も
な
う
人
間
の
不
安
感
を
解
消
し、
神
の
加
護
を
確
信
さ
せ
る。
神
が
か
り
的
な
神
と
の
一
体
感
は、
神
の
人
間
に
対
す
る
親
密
さ
の
証
拠
で
あ
り、
神
は
人
間
を
欺
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
神
と
の
共
食、
共
飲
は
呪
術
的
儀
礼
で
あ
る
。
例
え
ば、
神
な
い
し
超
人
的
な
世
界
と
人
間
界
を
媒
介
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
は、
飲
酒
を
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
　
　
　
　
　
　の
　
ろ
あ
る
。
沖
縄
の
祝
女
は、
酒
を
飲
ん
で
忘
我
状
態
に
入
り、
陶
酔
感
の
中
で
幻
聴
や
幻
覚
を
体
験
す
る
。
信
者
は
そ
こ
に
神
の
出
現
を
み
る。
　
宮
廷
に
お
け
る
祭
事
は、
農
耕
儀
礼
に
基
づ
く
も
の
が
多
い。
稲
の
生
長
過
程
に
お
い
て、
神
の
力
を
借
り
て、
人
力
の
お
よ
び
が
た
い
い
ろ
い
ろ
な
自
然
災
害
や、
超
自
然
的
な
邪
悪
な
霊
魂
や
人
間
の
不
正
行
為
に
よ
る
妨
害
を
克
服
す
る
こ
と
が、
農
耕
儀
礼
の
呪
術
的
本
質
で
あ
る。
先
に
の
べ
た
新
嘗
祭
や、
天
皇
即
位
の
年
の
大
嘗
祭
も、
稲
の
霊
力
（
穀
霊
）
の
体
得
に、
天
皇
霊
の
継
承
が
象
徴
さ
れ
て
い
る。
日
本
独
自
の
形
式
で
、
宮
廷
の
祭
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
に
お
け
る
神
と
人
間
の
関
係
が、
洗
練
さ
れ
て
象
徴
化
さ
れ
て
い
る
の
が
直
ら
い会
の
儀
礼
で
あ
る
。
神
を
迎
え
る
た
め
に
酒
を
供
え、
神
と
と
も
に
飲
酒
す
る
。
神
は
人
間
に
加
護
恩
寵
を
約
束
す
る
。
人
間
は
神
に
感
謝
す
る
と
と
も
　
　
寺
林
日
平
安
時
代
の
食
生
活
に、
共
同
飲
食
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
間
の
連
帯
感
を
向
上
さ
せ、
直
会
は
目
的
を
達
成
す
る
。
　
平
安
時
代
の
宮
廷
で
行
わ
れ
た
摂
関
大
臣
の
大
饗
に、
直
会
の
典
型
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
延
喜
年
間
に
始
ま
り、
摂
関
家
の
隆
盛
に
つ
れ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た。
摂
関
大
臣
が
そ
れ
ぞ
れ
の
私
邸
に
宴
を
設
け
て、
親
王
や
公
卿
を
招
く。
当
時
の
儀
式
書
で
あ
る
『
北
山
抄
』
や
『
江
家
次
第
』
に
よ
る
と、
親
王
や
公
卿
以
外
に
尊
者
が
招
か
れ
る
。
折
口
信
夫
氏
 
に
よ
れ
ば
、
尊
者
は
正
月
の
神
と
さ
れ
る
。
穀
霊
の
復
活
が
新
年
に
集
約
さ
れ
て
考
え
ら
れ
た
た
め、
正
月
行
事
は
農
耕
儀
礼
に
基
づ
く
も
の
が
多
く、
究
極
的
に
は
豊
作
を
も
た
ら
す
神
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も、
尊
者
は
文
字
ど
お
り
一
番
の
来
賓
で、
全
盛
期
の
藤
原
氏
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
　
『
北
山
抄
』
 
に
よ
る
と、
尊
者
が
着
席
し
た
後、
ま
ず
一
献
を
大
夫
が
と
り、
大
臣
が
と
る
二
献
で
乾
杯
の
儀
が
行
わ
れ
る。
乾
杯
に
よ
っ
て
儀
式
へ
の
参
加、
つ
ま
り
非
日
常
的
な
ハ
レ
の
世
界
へ
参
入
す
る。
乾
杯
は
そ
の
手
段
で
あ
り
誓
い
で
あ
る
。
公
卿
が
と
る
三
献
に
続
い
て
饗
宴
が
始
ま
り、
酒
饌
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
と
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
つ
も
の
供
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
内
容
は、
酒、
饒
飩、
汁
物、
飯、
雉
羹、
包
焼、
く
く
た
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
あ
　
か
茎
立、
お
よ
び
蘇
甘
栗
の
使
が
賜
う
牛
酪
と
菓
子
で
あ
る
．
尊
者
を
中
心
に
し
て、
摂
関
大
臣
や
親
王
や
公
卿
の
疑
似
的
共
同
体
が
形
成
さ
れ、
豊
作
や
疑
似
的
共
同
体
の
繁
栄
が
祈
願
さ
れ
る。
尊
者
の
参
加
に
よ
る
疑
似
的
共
同
体
の
編
成
こ
そ、
酒
の
役
割
で
あ
る。
　
人
間
の
一
生
は
作
物
の
生
長
過
程
に
類
似
す
る。
ま
た、
作
物
の
死
と
復
活
の
観
念
も、
人
間
の
死
と
誕
生
の
観
念
に
通
じ
る。
従
っ
て、
通
過
儀
礼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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（
移
行
の
儀
礼）
に
お
い
て
も、
農
耕
儀
礼
と
同
様
に
神
の
加
護
が
期
待
さ
れ、
酒
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
通
過
儀
礼
と
は、
「
人
間
が
一
生
の
間
に
経
過
す
る
各
成
長
段
階
ご
と
に
行
わ
れ
る
一
連
の
儀
礼
を
い
い、
成
長
儀
礼、
人
生
儀
礼
な
ど
と
も
称
さ
れ
る。
生
誕
か
ら
幼
年
期
に
及
ぶ
産
育
儀
礼
を
は
じ
め
と
し
て、
成
年
式
、
結
婚
式
を
経
過
し
て
死
に
い
た
る
ま
で
の
間
に
展
開
す
る
多
く
の
儀
礼
が
含
ま
れ
る
。
 」
供
養
儀
礼
を
含
め
る
こ
と
も
あ
る
。
　
通
過
儀
礼
の
存
在
意
義
は
大
別
し
て
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る。
一
つ
は
人
間
個
人
の
成
長
を
年
齢
ご
と
に
区
切
り、
　一
定
期
間
ご
と
に
生
と
死
と
再
生
が
完
結
す
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
新
た
な
存
在
へ
の
通
過
は
個
人
に
と
っ
て
危
機
的
状
況
で
あ
り、
儀
礼
に
よ
る
神
の
加
護
が
必
要
と
な
る。
も
う
一
つ
の
考
え
方
は、
社
会
集
団
へ
の
加
入
と
そ
れ
か
ら
の
離
脱
に
ウ
エ
イ
ト
を
お
く
も
の
で
あ
る。
誕
生
は
共
同
体
へ
の
参
入
で
あ
り、
家
族
の
→
員
と
な
る
こ
と
で
あ
る。
成
年
に
な
る
こ
と
は
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て、
社
会
的
責
任
を
担
う
こ
と
で
あ
る。
結
婚
や
葬
送
の
儀
礼
も、
家
族
や
共
同
体
の
在
り
方
に
強
く
規
制
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
新
参
者
に
よ
る
共
同
体
の
変
質
や
死
に
よ
る
メ
ン
バ
ー
の
喪
失
は、
共
同
体
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
。
儀
礼
に
よ
っ
て
共
同
体
の
秩
序
の
維
持
が
願
わ
れ
る
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ、
儀
礼
に
お
け
る
飲
酒
は
古
い
状
況
か
ら
の
離
脱
を
容
易
に
し、
個
人
や
共
同
体
の
不
安
を
和
ら
げ、
混
沌
と
し
た
時
間
と
空
間
を
体
験
さ
せ
る
。
そ
し
て
新
し
い
状
況
へ
の
準
備
が
な
さ
れ、
飛
躍
の
勇
気
が
与
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
え
ら
れ
る
。
神
と
と
も
に
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
例
え
ば、
大
国
主
命
と
須
せ
　
り
　
び
　
め
　
　
　
　
う
き
ゆい
勢
理
毘
売
と
の
盞
結
の
伝
承
（
一
つ
の
杯
に
同
時
に
口
づ
け
て
行
う
結
婚
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
お
と
さ
か
ず
き
誓
約）
は、
今
日
で
も
女
夫
杯
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る。
　
　
注
ω
　
安
達
巌
著
”
『
日
本
食
物
文
化
の
起
源』
自
由
国
民
社
　
昭
和
五
十
七
年
　
　
　
　
八
四
頁。
　
　
　
 
　
小
口
偉一
、
堀一
郎
監
修
日
『
宗
教
学
辞
典』
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
四
　
　
　
　
十
八
年
　
五
九
六
頁。
　
　
　
 
　
山
中
裕
著…
『
平
安
朝
の
年
中
行
事』
塙
書
房
　
昭
和
五
十
｝
年
　一
一
七
　
　
　
　
頁。
　
　
　
 
　
細
川
潤
次
郎
編u
『
北
山
抄
』 、
『
古
事
類
苑』
よ
り
参
照、
吉
川
弘
文
館
　
昭
　
　
　
　
和
五
十
六
年
　
五
二
頁。
　
　
 
　
前
掲
本
　『
宗
教
学
辞
典』
五
五
二
頁
。
二、
酒
の
ル
ー
ツ
　
「
朝
廷
の
酒
」
の
歴
史
的
理
解
を
深
め
る
た
め
に
我
ら
の
祖
先
が
ど
の
よ
う
に
し
て
酒
を
製
造
し
て
い
た
の
か、
そ
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て
み
た
い
。
昔
の
酒
の
事
を
書
い
た
文
献
は
み
あ
た
る
が、
酒
の
形
態
や、
製
造
法
な
ど
を
書
い
た
文
献
を
見
い
出
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
の
で、
日
本
酒
の
ル
ー
ツ
を
神
話
か
ら
ひ
ろ
っ
て
み
る
。
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
は、
果
実
酒
や
噛
み
酒
が
み
ら
れ
る
。
果
実
酒
と
し
て
は、
『
古
事
記
』
に、
八
塩
折
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
の
た
む
酒
ω
が
あ
る
。
一
方、
噛
み
酒
と
し
て
は、
『
日
本
書
紀
』
に
天
甜
酒
 
が
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
よ
み
　
き
　
　
　
　
ま
ち
ざ
け
り、
『
古
事
記
』
に、
豊
御
酒
樹
と
待
酒
鋤
が
あ
る
。
　
ω
　
果
実
酒
−
八
塩
折
の
酒
は、
須
佐
之
男
命
が
作
っ
た
も
の
で、
出
　
　
ひ
の
か
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
た
の
お
ろ
ち
雲
国
簸
川
の
上
流
に
い
た
と
い
う
入
岐
大
蛇
が
泥
酔
し
て
し
ま
う
よ
う
な
強
い
酒
で
あ
る
。
そ
の
材
料
は、
『
釋
日
本
紀
』
の
注
に
よ
る
と、
「
私
記
日、
問
謂
二
之
八
塩
折
酒
一
有
二
何
意
一
哉、
答、
或
説
一
度
醸
熟
絞
三
取
其
汁
一
棄
二
其
糟一
、
更
用
二
其
酒
一
爲
レ
汁
亦
更
醸
レ
之、
如
レ
此
八
度、
是
一 271一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
爲
二
純
酷
之
酒
一
也、
 
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
果
実
酒
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
製
法
は
判
明
し
な
い
が、
酔
い
を
早
く
ま
た
強
く
さ
せ
る
た
め
に、
特
別
に
工
夫
し
た
酸
味
や、
辛
味
の
強
い
酒
と
考
え
ら
れ
る。
　
八
塩
折
の
「
八
」
と
い
う
の
は、
上
記
の
量
的
な
解
釈
の
他
に、
反
復
と
い
う
意
味
に
も
解
釈
で
き
る。
何
回
も
何
回
も
発
酵
過
程
の
別
の
酒
を
後
か
ら
加
え
な
が
ら
醸
造
を
進
め
て
い
く
技
術
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る。
リ
キ
ュ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か。
穀
類
の
ま
だ
な
い
時
代
は、
八
塩
折
の
酒
の
よ
う
に
果
実
で
酒
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う。
　
白り
　
噛
み
酒
−
古
代
の
酒
は、
乙
女
が
米
を
噛
ん
で
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る。
つ
ま
り、
唾
液
の
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
で
米
の
澱
粉
を
糖
化
し
た
の
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
じ
る
。
そ
の
た
め
に、
麹
を
用
い
て
醸
造
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も、
酒
を
製
造
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
る
こ
と
を
「
醸
む
」
あ
る
い
は、
「
醸
も
す
」
と
い
っ
た
。
　
噛
み
酒
と
し
て
は、
天
甜
酒
が
あ
る
。
海
幸
山
幸
神
話
に
登
場
す
る
山
の
　
　
　
　
　
　
ひ
こ
ほ
ほ
で
の
み
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
な
だ
幸
の
神
で
あ
る
彦
火
火
出
見
尊
が
産
ま
れ
る
時
の
頃
に、
狭
田
の
稲
を
原
料
に
し
て
製
造
し
た
と
あ
る
 
。
従
っ
て、
こ
れ
は
米
を
原
料
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
醸
造
法
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
噛
ん
で
製
造
し
た
と
思
わ
れ
る。
　
次
に
豊
御
酒
は、
大
国
主
命
の
頃
に
出
て
く
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
と
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
す
な
わ
ち
「
入
千
矛
の
　
神
の
命
や
　
吾
が
大
国
主
　
汝
こ
そ
は
　
男
に
い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
づ
の
　
　
　
　
　
　
た
だ
む
き
坐
せ
ば
　
（
中
略）
　
沫
雪
の
　
若
や
る
胸
を
　
栲
綱
の
　
白
き
腕
　
そ
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
ま
で
　
ま
も
も
な
が
い
な
た
き
　
た
た
き
ま
な
が
り
　
眞
玉
手
　
玉
手
さ
し
枕
き
百
長
に
　
寝
を
し
寝
　
　
と
よ
み
　
き
せ
　
豊
御
酒
　
奉
ら
せ
仂
」
と
あ
る
。
こ
の
豊
御
酒
も
製
法
は
記
さ
れ
て
い
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
い
が、
天
甜
酒
と
同
様
に
噛
み
酒
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
ま
た、
同
書
の
　
　
寺
林”
平
安
時
代
の
食
生
活
「
気
比
の
大
神
と
酒
楽
の
歌
」
の
項
に、
「
こ
こ
に
還
り
上
り
ま
し
し
時、
そ
の
塾
息
長
帯
日
費
命、
襟
酒
を
醗
み
て
献
ら
し
き
。
こ
こ
に
そ
の
御
祖、
み
　
う
た
御
歌
よ
み
し
た
ま
ひ
し
く、
　
　
　
み
　
き
　
　
　
　
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し
　
か
み
　
ヒ
こ
よ
　
　
い
ま
　
　
　
い
ぱ
た
　
こ
の
御
酒
は
　
我
が
御
酒
な
ら
ず
　
酒
の
司
　
常
世
に
坐
す
　
石
立
た
す
す
く
な
　
み
か
み
　
　
　
　
か
む
ほ
　
　
　
　
ほ
　
　
く
る
　
　
　
　
　
と
よ
ほ
　
　
　
　
ほ
　
　
も
と
ほ
　
　
　
ま
つ
少
名
御
神
の
　
神
壽
き
　
壽
き
狂
ほ
し
　
豊
壽
き
　
壽
き
廻
し
　
献
り
来
し
み
　
き
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
を
御
酒
ぞ
　
乾
さ
ず
食
せ
　
さ
さ
 
」
と
待
酒
に
つ
い
て
所
見
が
あ
る
。
ま
た
『
万
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
に
た
ち
ひ
の
あ
が
た
も
り
　
　
　
み
ん
ぶ
の
葉
集
』
に
も
所
見
が
あ
る
。
巻
四
の
「
大
弐
丹
比
県
守
卿
の
民
部
卿
に
遷
任
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
す
る
に
贈
る
歌
一
首
」
に、
「
君
が
た
め、
醸
み
し
待
ち
酒
　
安
の
野
に
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ま
い
ひ
と
り
や
飲
ま
む
　
友
な
し
に
し
て
 
」
と
あ
り
、
ま
た
巻
十
六
に、
「
味
飯
を
　
　
か
　
　
な
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
水
に
醸
み
成
し
　
我
が
待
ち
し
　
代
は
さ
ね
な
し
　
直
に
し
あ
ら
ね
ば
鋤
」
と
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
あ
り、
酒
を
醸
も
す
に
は、
特
に
味
の
よ
い
飯
を
原
料
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
こ
の
よ
う
な
果
実
酒
や、
噛
み
酒
を
「
民
族
の
酒
」
と
い
う
。
次
に、
『
古
事
記
』
に
よ
っ
て、
麹
を
用
い
た
醸
造
法
を
伝
え
た
の
は、
須
々
許
理
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
 
こ
の
よ
う
な
「
民
族
の
酒
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
平
安
時
代
に
は、
種
々
の
「
朝
廷
の
酒
」
が
展
開
す
る
。
　
　
注
ω
倉
野
憲
司
　
校
注
一
『
古
事
記
』
岩
波
書
店
　
昭
和
五
十
三
年
　
四
〇
頁。
 （5＞　（4）　（3）  （6）
細
川
潤
次
郎
編一
『
日
本
書
紀
』 、
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
吉
川
弘
文
館
昭
和
五
十
九
年
　
六
八
四
頁。
前
掲
本
『
古
事
記
』
五一
頁。
同
前
　
＝
二
七
〜
＝
二
八
頁。
細
川
潤
次
郎
編
口
『
釋
日
本
書
紀』、
『
古
事
類
苑』
よ
り
参
照、
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
十
九
年
　
六
八
五
頁。
前
掲
本
『
日
本
書
紀』
六
八
四
頁。
前
掲
本
『
古
事
記』
五
一
頁。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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（1D　（1 　（9）　（8）
同
前
　一
三
八
頁。
佐
竹
昭
広
　
訳
注口
『
萬
葉
集』
塙
書
房
　
昭
和
四
十
七
年
　
八
八
頁。
同
前
　
四一
六
頁。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
た
の
み
や
つ
こ
　
　
　
あ
や
の
あ
たへ
前
掲
本『
古
事
記
』
】
四
五
〜
］
四
六
頁
に、
「
ま
た
秦
造
の
祖、
漢
直
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
す
の
祖、
ま
た
酒
を
醸
む
こ
と
を
知
れ
る
人、
名
は
仁
番、
亦
の
名
は
須
須
こ
　
り
　
　
　
　
　
ま
ゐ
わ
た
許
理
等、
参
渡
り
来
つ。
故、
こ
の
須
須
許
理、
大
御
酒
を
醸
み
て
献
り
き。
こ
こ
に
天
皇、
こ
の
献
り
し
大
御
酒
に
う
ら
げ
て、
御
歌
よ
み
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
　
な　
ぐ
し
ま
ひ
し
く
　
須
須
許
理
が
　
醸
み
し
御
酒
に
　
我
酔
ひ
に
け
り
　
事
無
酒
ゑ
　
ぐ
し
笑
酒
に
　
我
酔
ひ
に
け
り」
と
あ
る。
三、
「
朝
廷
の
酒
」
　
朝
廷
用
の
酒
を
主
に
製
造
し
て
い
た
の
は、
宮
内
省
の
造
酒
司
で
あ
る
。
そ
の
長
官
で
あ
る
造
酒
正
は
か
な
り
高
い
地
位
を
持
っ
て
お
り、
そ
の
下
に
は、
造
酒
佑
と
か
造
酒
司
長
な
ど
の
役
人
が
い
た
。
酒
を
製
造
す
る
の
は、
六
〇
人
の
酒
部
と
い
う
人
々
で
あ
る
。
造
酒
司
で
は、
酒
の
原
料
と
し
て
年
に
九
〇
〇
石
余
の
米
を
使
う
と
い
う
か
ら
当
時
の
技
術
で
も
一
〇
〇
〇
ー
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
○
○
○
石
の
酒
が
で
き
て
い
た
と
思
わ
れ
る。
当
時
の
枡
目
は、
今
の
約
半
分
に
近
い
と
も
い
わ
れ
る
の
で、
実
際
に
は
こ
れ
以
上
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
田
　
「
朝
廷
の
酒
」
の
実
態
は、
『
延
喜
式
』
に
よ
っ
て
推
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
『
延
喜
式
』
は、
平
安
初
期
の
朝
廷
の
年
中
儀
式
や
制
度
な
ど
の
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
書
に
は、
「
民
族
の
酒
」
す
な
わ
ち
原
始
の
酒
造
り
の
名
残
を
止
め
る
も
の
や、
麹
を
使
い
は
じ
め
た
当
初
の
酒
造
り
の
形
式
ら
し
い
も
の
が
詳
述
さ
れ
て
い
る。
同
書
に
よ
れ
ば、
「
朝
廷
の
酒
」
の
種
類
　
　
　
　
　
　
に
ニ
リ
ざ
け
は、
粥
状
の
酒
と
濁
酒
が
あ
る
。
清
酒
と
名
の
つ
く
酒
も
存
在
は
す
る
が、
後
述
す
る
よ
う
に、
と
り
あ
げ
る
。
現
在
の
よ
う
な
清
酒
で
は
な
い
。
以
下
当
時
の
酒
を
六
　
　
　
れ
い
し
ゆ
　
 
　
醴
酒
−
醴
酒
は
、
『
日
本
書
紀
』
応
神
天
皇
十
九
の
項
に
も
み
え
る。
す
な
わ
ち、
「
十
九
年
十
月
戊
戌
朔、
幸
二
吉
野
宮
一
、
時
国
樔
人
来
朝
之、
　
　
　
　
　
　
　
　ヘヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
シ
ノ
ブ
ニ
ヨ
ク
ス
テ
ツ
因
以
二
醴
酒
一
献
二
干、
天
皇
一
而
歌
レ
之
日、
伽
辭
能
輔
珥
豫
區
周
塢
菟
ク
　
　
ヨ
ク
ス
ニ
　
カ
メ
ル
オ
ホ
ミ
キ
　
ゥ
マ
ラ
ニ
　
キ
コ
シ
モ
チ
テ
セ
區
利、
豫
區
周
珥、
伽
綿
蘆
淤
朋
瀰
枳、
宇
摩
羅
珥、
枳
虚
之
茂
知
塢
勢、
マ
　ロ
　
ガ
　
チ
麻
呂
俄
智、
旧
」
と
あ
る。
す
な
わ
ち、
柏
の
木
で
平
た
い
臼
を
作
り、
そ
れ
で
醴
酒
を
製
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
『
和
名
類
聚
抄
』
に
は、
「
醴
　
四
聲
字
苑
云
赭
矯
名
百
蓿
酒
也．
 
」
と
あ
る
．
す
な
わ
ち
一
夜
酒
で
あ
り、
し
か
も
液
状
で
粥
状
の
固
い
酒
で
あ
る
。
今
日
の
甘
酒
の
原
型
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し、
現
在
の
甘
酒
と
比
較
す
る
と
わ
ず
か
に
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
量
が
多
か
っ
た
。
現
在
で
も
ネ
パ
ー
ル
や
ブ
ー
タ
ン、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は、
シ
コ
ク
ビ
エ
を
原
料
に
し
て
醴
酒
と
同
じ
形
態
の
粒
酒
が
製
造
さ
れ
て
い
る。
こ
の
粒
酒
は、
竹
筒
な
ど
の
深
い
容
器
に
入
れ、
そ
の
上
か
ら
熱
湯
を
注
ぎ、
細
長
い
ス
ト
ロ
ー
を
差
し
込
ん
で
吸
っ
て
飲
む
。
日
本
の
醴
酒
も、
土
器
の
は
そ
う
瓰
に
入
れ、
瓰
の
胸
部
に
あ
い
て
い
る
穴
に
細
竹
を
差
し
込
ん
で
飲
ん
だ。
要
す
る
に
醴
酒
は、
東
南
ア
ジ
ア
起
源
の
雑
穀
に
よ
る
「
粒
酒
」
か
ら
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ω
。
　
醴
酒
は、
も
と
は
噛
み
酒
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が、
平
安
時
代
に
は
す
で
に
麹
菌
を
使
用
し
て
い
た
。
ま
た
『
延
喜
式
』
に
は、
「
醴
酒
九
升
料。
米
四
升。
蘖
二
升。
酒
三
升
。
同」
と
そ
の
材
料
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
み
　
け
醴
酒
は、
外
宮
の
御
饌
殿
に
朝
夕
の
二
回
供
進
さ
れ
た
。
し
か
し、
食
事
と
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一
緒
で
は
な
く、
食
後
に
供
進
さ
れ
た
。
 
そ
の
供
進
の
際
に
は、
箸
で
柏
の
葉
に
盛
っ
た。
す
な
わ
ち、
『
延
喜
式
』
に
は、
「
次
寮
允
以
上
一
人。
酒
立
女一
人
持
レ
柏
。
一
人
持
レ
酒。
毎一
憐
了
人一
令
レ
飲
二
柏
酒一
。
但
件
酒
立
女。
齋
王
参
レ
祭
之
日。
釆
女
供
奉．
或
用
二
女
孺一
。
不
レ
参
之
時
用
二
祢
宜
内
人
等
要
子一
。
次
祢
宜
 
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に、
柏
の
葉
に
盛
っ
た
こ
と
か
ら
醴
酒
は、
柏
酒
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
同
書
の
「
踐
祚
大
甞
祭
」
の
午
日
の
儀
式
の
条
に
は、
「
造
酒
司
人
別
給
レ
柏
。
即
受
レ
酒
而
飲。
訖
即
爲
レ
鬘
而
舞
。
 
」
と
あ
る
。
特
に
柏
が
食
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
理
由
を
鳥
越
憲
三
郎
氏
は、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
中
国
で
は
柏
を
松
と
と
も
に
百
木
の
長
と
し
て
尊
重
し、
宮
殿
を
守
る
木
で
あ
り、
ま
た
長
寿
を
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
の
思
想
が
日
本
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
 」
と
。
　
ま
た、
柏
は
酒
だ
け
で
な
く、
食
事
を
盛
る
の
に
も
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
『
延
喜
式
』
の
神
祗
一
ー
七
 
に
は、
種
々
の
祭
に
必
要
な
物
品
が
記
さ
れ
て
い
る
が、
柏
が
度
々
大
量
に
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る。
　
醴
酒
の
よ
う
な
粥
状
の
酒
の
後
に
製
造
さ
れ
る
の
が
濁
酒
で
あ
る。
濁
酒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ろ
み
は、
麹
米
と
蒸
し
米
に
水
を
入
れ
て
作
っ
た
醪
を
原
料
と
す
る。
ω
騨
愚
白
酒
と
黒
漂
同
書
に
．
米
看
融
弊
箸
・
以
二
二
斗
八
升
六
合一
爲
レ
蘖
。
七
斗
一
升
四
合
爲
レ
飯。
合
二
水
五
斗
一
各
等
分
爲
二
一
甕
一
。
甕
得
レ
酒
一
斗
七
升
入
合
五
勺
。
熟
後
以
二
久
佐
木
灰
三
升
一
。
變
遡一
和
峇
一
甕
。
是
称
二
黒
貴
一
。
其一
甕
木
レ
租
是
称
二
白
貴
一
ω
。
L
と
あ
り、
白
酒
は、
醸
し
た
ま
ま
の
濁
酒
で
あ
り
、
黒
酒
は、
発
酵
後
に
久
佐
木
と
い
う
木
を
焼
い
た
灰
を
入
れ
た。
そ
の
灰
の
こ
と
は、
同
書
「
踐
祚
大
甞
祭
」
に、
「
凡
造
酒
司
酒
部
一
人。
率
二
焼
灰
一
人。
　
　
寺
林
一
平
安
時
代
の
食
生
活
駈
使
五
人
一
。
入
ニ
ト
食
山
一
。
先
祭
二
山
神一
。
焼
二
得
薬
灰
一
斛
一
。
価
L
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
濁
酒
に
わ
ざ
わ
ざ
灰
を
入
れ
た
の
は
苦
み
を
持
た
せ
る
た
め
と、
防
腐
の
た
め
と、
酒
を
黒
く
染
め
る
た
め
と
思
わ
れ
る。
濁
酒
を
黒
く
染
め
た
の
は、
黒
米
で
酒
を
醸
造
し
て
い
た
名
残
り
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
も、
タ
イ
西
北
部
の
山
岳
地
帯
に
住
む
ア
カ
族
は、
イ
ン
デ
ィ
カ
種
の
黒
米
を
食
用
と
し
て
い
る
し、
ビ
ル
マ
の
ラ
ワ
族
は、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
の
黒
米
を
食
用
と
し
て
い
る
。
日
本
に
も
こ
れ
ら
と
同
じ
黒
米
が、
か
つ
て
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
個
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
つ
よ
　
『
万
葉
集
』
に、
「
久
し
き
ま
で
に
　
万
代
に
　
仕
へ
奉
ら
む
　
黒
酒
白
酒
を
 
」
と
あ
る。
こ
の
黒
酒
白
酒
は、
『
延
喜
式
』
に
よ
れ
ば、
新
嘗
祭
に
供
進
さ
れ
て
い
る
。
衂
現
在
で
は
、
黒
酒
は
天
皇
即
位
の
儀
式
で
あ
る
大
嘗
祭
以
外
に
供
進
さ
れ
な
い
。
朝
廷
で
は、
こ
の
よ
う
な
特
別
の
酒
で
祭
日
を
祝
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
 
　
御
井
酒
　
御
井
酒
は、
『
延
喜
式
』
に、
コ
御
井
酒
四
斗
料。
米
一
石
　
蘖
四
斗
。
水
六
斗。
 
L
と
あ
る
。
製
法
は、
蒸
米、
米
麹、
水
を
甕
に
仕
込
み、
十
日
位
経
っ
て
醪
が
熟
成
す
る
と、
濾
過
し
て
絞
る
。
そ
し
て
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
お
り
た
蒸
米
と
米
麹
を
仕
込
ん
で
熟
成
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
手
順
で、
醍
を
四
回
繰
り
返
し
て
製
造
し
た
酒
で、
甘
口
で、
濃
厚
で
あ
り、
ま
た
酸
味
の
少
な
い
酒
で
あ
る
。
　
←⇒
　
三
種
糟
−
三
種
糟
は、
味
醂
系
の
酒
で、
糟
が
浮
い
て
い
る
た
め
　
　
　
　
　
　
　
ツ
オ
ロ
に
そ
の
名
が
あ
る。
「
糟
」
と
い
う
の
は、
中
国
語
で
酒
の
意
味
が
あ
る
の
で、
こ
れ
は
明
ら
か
に、
中
国
直
輸
入
の
酒
で
あ
る。
　
材
料
は、
『
延
喜
式
』
に、
「
三
糟
各
五
斗。
】
種
料
。
米
五
斗
。
蘖
一
斗。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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モ
ヤ
シ
小
麦
萌
一
斗
。
酒
五
斗
。
一
種
料
。
糯
米
五
斗。
蘖
「
斗
。
小
麦
萌一
斗
。
酒
五
斗。
一
種
料
。
精
梁
米
五
斗
。
蘖
一
斗。
小
麦
萌
一
斗。
酒
五
斗
。
擣
糟
一
石
料
。
米
一
石
。
蘖
七
斗。
水
一
石
七
斗
鰰
。
」
と
あ
る
。
製
法
の
特
色
は、
 
の
醴
酒
や
 
の
御
井
酒
と
同
様
に、
蘖
を
使
用
し
て、
そ
の
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
、
澱
粉
を
糖
化
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た、
搗
精
し
た
粳
米
や
糯
米
を
別
々
に
仕
込
む
こ
と
で
あ
る。
　
糟
酒
は、
三
節
会
に
供
進
さ
れ
る
他、
激
し
い
労
働
を
す
る
者
へ
間
食
と
し
て
も
配
給
さ
れ
た
u印
。
　
　
　
た
む
　
 
　
醵
酒
−
醇
酒
は、
『
和
名
類
聚
抄
』
に
は、
「
醇
酒
　
陸
詞
切
韻
云、
醺
難
濫
鰭
飜
賭
濡
酒
味
長
也
．
 
・
と
あ
り、
．
皋
書
紀・
に
由
来
し
た
酒
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た、
『
倭
訓
栞
』
に
は、
「
た
む
さ
け
　
神
代
紀
に
甜
酒
を
訓
ぜ
り、
今
俗
い
ふ
所
の
甘
口
成
べ
し、
白
詩
に
戸
大
嫌
二
甜
酒
一
と
み
ゆ、
古
へ
味
の
よ
き
を
た
む
と
い
ひ
し
に
や
旨
姓
氏
録
多
米
宿
禰
の
下
に
基
義
み
え
た
り
。
凶
」
と
あ
り、
甘
口
の
上
質
で
味
の
よ
い
酒
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る。
ま
た
製
造
法
は、
自
然
に
醸
造
し
た
酒
で、
ア
ル
コ
ー
ル
度
が
三
ー
五
度
程
度
で
あ
っ
た
。
 
醗
−
齲
は、
．
和
名
類
聚
抄
』
に、
．
唐
韻
云、
璽
．
毳
離
流
酒
薄
也
。
 
L
と
あ
る。
ま
た、
『
本
朝
食
鑑
』
に
は
、
「
齲（
う
す
ざ
け）
は、
酒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
そ
　
ろ
の
薄
き
を
い
う。
和
名
は
之
流、
一
名
に
毛
曾
呂
。
 
」
と
あ
る。
両
方
の
書
か
ら
察
す
れ
ば、
薄
く
て
辛
口
の
酒
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
醜
酒
ー
醇
酒
は、
・
和
名
類
聚
抄』
に、
．
唐
韻
云、
醇
蘿
潔
翻
侃
厚
酒
也。
 
L
と
あ
る。
ま
た、
「
箋
注
倭
名
類
聚
抄
」
に
は、
「
按
加
太
佐
計、
堅
酒
也、
堅
猶
レ
言
レ
厚
也、
與
下
訓
レ
饐
爲
二
加
太
賀
由
一
之
加
太
上
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
也、
蓋
請
二
濁
酒
之
厚
者
一
、
然
則
不
レ
得
三
以
レ
此
訓
二
清
酒
之
醇
一
也
 
」
と
あ
り、
濃
い
酒
で、
上
品
な
味
の
も
の
で
今
俗
に
い
う
古
酒、
諸
白
の
類
で
あ
ろ
う
か
。
水
で
わ
っ
て
飲
ん
だ
。
　
『
日
本
書
紀
』
「
景
行
紀
」
に
は、
「
十
二
年
十
二
月
丁
酉、
議
レ
討
二
熊
襲
一
、
天
皇
則
通
二
市
乾
鹿
文
一
而
陽
寵、
時
市
乾
鹿
文
一
而
陽
寵、
時
市
乾
鹿
文
奏
二
于
天
皇
一
日、
無
レ
愁
熊
襲
之
不
服
一
、
妾
有
二
良
謀
一
、
即
令
レ
従
二
一
二
兵
於
己
一
、
而
返
レ
家
以
多
設
二
醇
酒
一
令
レ
飲
二
己
父
一
、
乃
醉
而
寝
之、
市
乾
鹿
文
密
断
二
父
弦
一
、
爰
従
兵
一
人
進
殺
二
熊
襲
梟
帥
一
。
 
」
と
あ
り、
古
代
か
ら
の
由
緒
あ
る
酒
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
つ
く
り
か
え
る
さ
け
　
 
　
酎
　
酒
−
酎
酒
は、
『
和
名
類
聚
抄
』
に、
　「
説
文
云、
酎
殖
鞭
倍
攜
勝
転
豆
三
重
醯
酒
也
西
京
雑
記
云、
正
旦
作
酒
八
月
成
名
日
酎
酒
一
名
九
醍
難
反
鸛
駿
翫
再
羅
驥
樋
難
舗
顰
 ・
と
あ
る
。
ま
た、
．
箋
注
倭
名
墾
抄
・
に
は、
．
按
此
訓
甑
翻
介
古
書
無
・
所
レ
見、
疑
楊
氏
依
二一
二
重
醸
酒
之
義
一
所
レ
設
。
  り
」
と
あ
る
の
で、
三
度
醸
造
し
た
美
酒
で、
相
当
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
量
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
す
み
ざ
け
　
 
　
清
酒
1
『
延
喜
式
』
に
は
清
酒
 
も
出
て
く
る
が、
こ
れ
は
現
在
の
よ
う
な
清
酒
で
は
な
い
。
　
と
こ
ろ
で、
現
在
の
清
酒
と
濁
酒
の
製
造
法
は、
随
分
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に、
清
酒
は
三
段
掛
の
方
法
で、
添、
仲、
留
と
い
っ
て、
仕
込
水、
米
麹、
掛
米
を
三
回
に
分
け
て
仕
込
ん
で
い
く
が、
一
方、
濁
酒
は、
水
と
麹
と
掛
米
を一
緒
に
仕
込
む
。
第
二
に、
清
酒
は
酒
母
と
い
っ
て、
本
仕
込
み
を
す
る
前
に、
酵
母
を
集
積
し
た
培
養
液
を
つ
く
る。
こ
れ
は、
乳
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酸
菌
の
も
と
で、
酵
母
を
繁
殖
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
第
三
に、
清
酒
は
掛
米
も
麹
米
も
白
米
を
使
用
す
る。
第
四
に、
清
酒
は
火
入
れ
殺
菌
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
酒
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と、
品
質
が
悪
く
な
る
の
で
、
加
熱
し
て
殺
菌
す
る
。
卿
　
平
安
時
代
に
お
い
て
は、
こ
の
よ
う
な
高
度
な
技
術
が、
酒
造
に
適
用
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た。
従
っ
て、
当
時
の
清
酒
と
は、
濁
酒
の
上
澄
を
沈
澱
さ
せ
て、
こ
の
上
澄
を
も
う一
度
袋
に
入
れ
て
濾
し
た
も
の
が
清
酒
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
『
万
葉
集
』
の
山
上
憶
良
の
「
貧
窮
問
答
歌
」
に、
コ
風
交
じ
り、
雨
降
る
夜
の
雨
交
じ
り
　
雪
降
る
夜
は
　
す
べ
も
な
く
寒
　
　
　
　
　
か
た
し
ほ
く
し
あ
れ
ば
堅
塩
を
　
取
り
つ
づ
し
ろ
ひ
　
糟
湯
酒
　
う
ち
す
す
ろ
ひ
て
。
 
L
と
あ
り、
糟
湯
酒
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は、
清
酒
を
製
造
す
る
た
め
に
濾
し
た
糟
を
も
ら
っ
て
き
て、
そ
れ
を
肴
に
し
て
飲
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
他
に、
『
延
喜
式
』
に
は、
頓
酒
 
や、
熟
酒
砌
の
名
も
見
ら
れ
る
が、
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
以
上、
『
延
喜
式
』
に
お
け
る
「
朝
廷
の
酒
」
に
つ
い
て
記
し
た
が、
当
時
は、
酒
造
技
術
も
相
当
進
歩
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。
す
な
わ
ち、
濃
い
仕
込
み
の
酒
や、
水
の
か
わ
り
に
酒
を
使
っ
て
仕
込
ん
だ
り、
あ
る
い
は
甘
く
す
る
た
め
に、
小
麦
の
麦
芽
を
使
用
し
た
珍
し
い
酒
が
あ
る
。
ま
た、
麹
の
割
合
を
多
く
し
た
酒
や、
発
酵
の
終
了
し
た
醪
を
袋
に
入
れ
て
絞
っ
た
酒
な
ど、
技
術
的
に
高
度
な
も
の
が
見
ら
れ
る。
こ
れ
ら
の
技
術
は、
中
国
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が、
全
く
の
中
国
の
模
倣
で
は
な
く、
わ
が
国
独
自
の
特
徴
を
持
っ
て
き
て
い
る。
鰤
　
　
寺
林u
平
安
時
代
の
食
生
活
　　　　　　　注
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前
掲
本
『
日
本
の
酒
』
九
六
頁。
前
掲
本
『
日
本
書
紀』、
『
古
事
類
苑』
よ
り
参
照、
六
九
四
頁
。
正
宗
敦
夫
編”
『
和
名
類
聚
抄
』
巻一
六
　
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
　
昭
和
六
年
　「
○
頁。
中
尾
佐
助
著
「
麹
酒
の
系
譜
」
『
朝
日
百
科
世
界
の
食
べ
も
の』
＝
二
二
　
昭
和
五
十
入
年
　
四
五
頁。
黒
板
勝
美
　
国
史
大
系
編
修
会
編
”
『
延
喜
式』
後
編
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
十
二
年
　
八
八
五
頁
。
細
川
潤
次
郎
編
”
「
九
条
年
中
行
事』、
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
吉
川
弘
、
文
館
　
昭
和
五
十
九
年
　
六
九
四
頁。
前
掲
本
『
廷
喜
式
』
前
編
　
八
〇
頁。
同
前
　一
五
六
頁
。
鳥
越
憲
三
郎
冖
「
酒
と
神
が
み
」
『
生
活
文
化
史
』
三
　
雄
三
閣
出
版
　
昭
和
五
十
九
年
　
二
八
頁
。
前
掲
本
『
延
喜
式
』
前
編
　
＝
ニ
ー
］
五
七
頁。
前
掲
本
『
廷
喜
式
』
後
編
　
八
八
七
頁。
前
掲
本
『
延
喜
式
』
前
編
　一
四
入
頁、
前
掲
本
「
酒
と
神
が
み
」
三
〇
頁。
前
掲
本
『
萬
葉
集
』
四
九
六
頁。
前
掲
本
『
延
喜
式
臨
後
編
　
八
八
七
頁。
同
前
　
八
八
五
頁
。
前
掲
本
『
延
喜
式
』
後
編
　
八
八
五
頁。
同
前
　
八
八
五
頁
。
前
掲
本
『
和
名
類
聚
抄
』
一
一
頁。
細
川
潤
次
郎
編
一
『
倭
訓
栞』、
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
十
九
年
　
六
八
三
頁。
前
掲
本
『
和
名
類
聚
抄
』
一
一
頁。
人
見
必
大、
島
田
勇
雄
訳
注
”
『
本
朝
食
鑑』
平
凡
社
　
昭
和
五
十
三
年
「
二
二
頁
。
前
掲
本
『
和
名
類
聚
抄
』
一
一
頁。
九
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   　  7＞　   　ce5）   3）　  2｝　B1）　 の
細
川
潤
次
郎
編
｝
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』 、
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
十
九
年
　
六
八
四
頁。
前
掲
本
『
日
本
書
記』、
『
古
事
類
苑
』
よ
り
参
照、
六
八
四
頁
。
前
掲
本
『
和
名
類
聚
抄』
→
一
頁。
前
掲
本
『
箋
注
倭
名
類
聚
抄
』 、
『
古
事
類
苑』
よ
り
参
照、
六
八
四
頁。
前
掲
本
『
延
喜
式』
前
編
　一
八
頁
に
「
鎮
花
祭
二
座
」
と
し
て、
「
大
神
社
一
座
清
酒
五
升、
濁
酒
六
斗
五
升」
と
あ
り、
ま
た、
同
書
の
後
編
　
八
六
八
頁
「
内
膳
」
に、
「
正
月
三
節
」
と
し
て、
「
清
酒、
濁
酒、
酢、
油
各
一
斗
五
升
」
と
あ
る。
加
藤
百
一
、
芳
賀
登、
横
井
清
著”
「
人
閻
社
会
と
酒
の
機
能
」
『
生
活
文
化
史』
三
　
雄
山
閣
　
昭
和
六
十
二
年
　一
九
頁
。
前
掲
本
『
萬
葉
集』
一
二
六
頁。
前
掲
本
『
延
喜
式』
後
編
　
八
入
五
頁。
同
前
　
八
八
五
頁
。
前
掲
本
『
日
本
の
酒
』
九
八
頁。
結
ぴ
　
日
本
人
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
稲
作
農
耕
を
取
り
入
れ
た
の
か
は、
日
本
文
化
の
起
源
論
と
の
関
係
で、
非
常
な
関
心
と
研
究
の
的
に
な
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
仮
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が、
稲
作
農
耕
が
日
本
の
文
化
や
社
会
を
形
成
す
る
軸
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
き
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
弥
生
時
代
以
降
に
な
る
の
か、
稲
作
農
耕
の
選
択
に
よ
っ
て、
米
が
酒
の
中
心
的
原
料
と
し
て
登
場
し
て
く
る
こ
と
は、
日
本
の
酒
の
歴
史
の
一
大
転
機
で
あ
る。
次
に、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
酒
造
技
術
が、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て、
朝
廷
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ、
発
展
し
た
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
お
り
は
第
二
の
転
機
で
あ
る
。
今
日
の
酒
造
技
術
の
原
型
が
出
揃
う
。
後
に、
醢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
ヒ
う
方
式
か
ら
酘
方
式
へ
の
変
化
や、
濁
酒
と
清
酒
の
分
離
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
さ
て、
「
朝
廷
の
酒
」
に
つ
い
て、
三
つ
の
問
題
点
を
あ
げ
る
。
第
一
点
は、
麹
菌
に
つ
い
て
で
あ
る
。
日
本
の
酒
の
醸
造
に
用
い
ら
れ
る
の
は、
ア
ス
ペ
ル
ジ
ル
ス
・
オ
リ
ゼ
ー
と
い
わ
れ
る
麹
菌
の
一
種
で、
米
澱
粉
を
糖
化
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
を
す
る
能
力
は
な
い
。
澱
粉
を
分
解
し
て
糖
分
を
生
成
す
る
だ
け
で
あ
る
。
他
方、
中
国
で
用
い
ら
れ
る
ク
モ
ノ
ス
カ
ビ
や
ケ
カ
ビ
は、
糖
化
力
の
み
な
ら
ず
発
酵
す
る
能
力
も
も
っ
て
い
る。
従
っ
て、
日
本
の
麹
菌
に
は
発
酵
を
促
す
酵
母
が
必
要
で
あ
る
。
『
延
喜
式』
や
『
和
名
類
聚
抄
』
に
み
ら
れ
る
酒
の
材
料
の
中
に、
そ
れ
に
あ
た
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
。
諸
説
が
あ
る
が、
空
気
中
の
酵
母
が
な
ん
ら
か
の
形
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
第
二
点
は、
当
時
の
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル
度
が
低
い
と
推
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
酒
酔
い
や、
泥
酔
の
描
写
が
よ
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
量
の
問
題
で、
ア
ル
コ
ー
ル
度
が
低
く
と
も
沢
山
飲
め
ば
酔
い
も
き
つ
い。
し
か
し、
技
術
的
な
未
熟
さ
故
に、
平
均
し
て
三
〜
五
度
と
推
定
さ
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
度
よ
り
も、
成
分
に
よ
る
後
熟
効
果
が
云
々
さ
れ
て
い
る
。
大
量
に
飲
め
ば
泥
酔
す
る
だ
ろ
う
が、
人
間
の
胃
袋
に
は
限
界
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
濁
酒
に
は
繊
維
質
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り、
そ
れ
が
人
間
の
体
内
で
再
び
発
酵
す
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。
す
る
と
消
化
吸
収
に
時
間
が
か
か
り、
長
時
間
酔
い
が
持
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る。
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
を
は
じ
め
と
し
て、
平
安
貴
族
の
日
記
に、
度
々
出
て
く
る
酒
酔
い
や
泥
酔
の
話
は、
稀
な
ケ
ー
ス
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
の
酒
の
成
分
の
再
現
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や、
当
時
の
人
々
の
体
質、
当
時
の
食
生
活
と
の
関
係
な
ど、
興
味
深
い
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
　
第
三
点
は、
当
時
は
醴
酒
や
御
井
酒
や
三
種
糟
の
よ
う
に
甘
口
の
酒
が
多
か
っ
た
理
由
で
あ
る
。
「
甘
辛
ピ
ン
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に、
酒
の
味
に
は
大
別
し
て
甘
口
と
辛
口
の
も
の
が
あ
る
。
通
説
に
よ
れ
ば、
甘
ロ
の
酒
が
流
行
す
る
の
は
食
物
の
粗
末
な
時
代
で
あ
り、
辛
口
の
酒
は
反
対
に
食
物
が
豊
富
な
時
代
で
あ
る
。
ま
た
少
し
飛
躍
し
て、
平
和
な
時
代
に
辛
口
が、
危
機
の
時
代
に
甘
口
が
流
行
す
る
と
も
い
わ
れ
る。
平
安
時
代
の
饗
膳
を
考
え
る
と、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
日
常
食
と
比
較
し
て
贅
沢
な
も
の
で
あ
る
が、
干
物
や
塩
干
の
類
い
や、
生
も
の物
が
多
く、
カ
ロ
リ
ー
も
低
い
。
酒
は
保
健
栄
養
剤
的
な
食
物
で
も
あ
り、
カ
ロ
リ
ー
的
に
も
嗜
好
の
点
で
も
甘
口
の
も
の
が
好
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
酒
は
生
産
過
程
に
お
い
て、
米
の
澱
粉
を
糖
化
し
て
い
る
た
め
に、
米
や
餅
以
上
に
カ
ロ
リ
ー
は
高
い。
や
は
り
食
生
活
の
貧
弱
さ
や、
栄
養
上
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
補
う
意
味
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
嗜
好
の
問
題
以
外
に、
酒
の
生
産
技
術
の
問
題
も
考
え
ら
れ
る
が
、
甘
口
の
酒
の
製
法
が
辛
ロ
の
酒
の
そ
れ
に
く
ら
べ
て
、
と
く
に
容
易
で
あ
っ
た
訳
で
も
な
く、
他
に
決
定
的
理
由
は
見
い
出
せ
な
い
。
　
「
朝
廷
の
酒
」
の
時
代
は、
酒
造
技
術
の
上
で
は、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
自
由
に
考
案
さ
れ
た
創
意
工
夫
の
時
代
で
あ
り、
次
の
「
酒
屋
の
酒
」
の
時
代
の
技
術
に
発
展
継
承
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
ま
た、
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
酒
が
身
近
な
食
物
と
な
り
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
小
論
に
お
い
て、
当
初
も
と
め
た
酒
の
多
様
化
と
日
常
化
は
十
分
に
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で、
　
　
寺
林
”
平
安
時
代
の
食
生
活
酒
は
単
な
る
一
食
物
と
し
て
で
は
な
く、
そ
の
起
源
か
ら
し
て
宗
教
的
で
社
会
的
な
食
物
で
あ
る
の
で、
社
会
生
活
や
日
常
生
活
で
酒
が
果
し
て
き
た
役
割、
と
く
に
そ
の
創
造
的
な
効
用
が
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年
中
行
事
と
酒
の
歴
史
的
な
考
察
や、
酒
の
楽
し
み
と
い
う
文
化
史
的
考
察、
ま
た
栄
養
学
的
な
酒
の
分
析
や
薬
用
酒
の
考
察
な
ど、
平
安
時
代
に
お
け
る
酒
の
多
様
化、
日
常
化
に
つ
い
て
も
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
参
考
文
献
　
　
・
遠
藤
元
男、
山
中
裕
編
口
『
年
中
行
事
の
歴
史
学
』
弘
文
堂
　
昭
和
五
十
六
年
。
　
　
・
大
島
建
彦
編
一
『
年
中
行
事
』
講
座
日
本
民
俗
六
　
有
精
堂
　
昭
和
五
十
三
年
。
　
　
・
柳
田
国
男
著”
『
年
中
行
事
覚
書』
講
談
社
学
術
文
庫
　
昭
和
五
十
七
年
。
　
　
・
渡
辺
　
実
著…
『
日
本
食
生
活
史
』
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
五
十
二
年
。
　
　
・
櫻
井
　
秀、
足
立
　
勇
”
『
日
本
食
物
史』
上
　
雄
山
閣
　
昭
和
四
十
八
年。
　
　
・
江
馬
　
務”
『
日
本
食
物
小
史
』
星
野
書
店
　
昭
和
五
十
四
年。
　
　
・
樋
口
清
之
著口
『
食
べ
る
日
本
史』
柴
田
書
店
　
昭
和
五
十一
年。
　
　
・
樋
口
清
之
”
『
日
本
人
と
食
物
』
講
談
社
　
昭
和
五
十
八
年。
　
　
・
池
田
亀
鑑
著…
『
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活』
至
文
堂
　
昭
和
五
十
二
年。
　
　
・
足
立
　
勇
著”
『
日
本
食
物
史
概
説
』
医
歯
薬
出
版
　
昭
和
四
十
六
年。
　
　
・
平
野
正
章“
『
食
の
文
化
考
』
東
京
書
籍
　
昭
和
五
十
三
年。
　
　
・
遠
藤
元
男
冖
『
日
本
小
百
科
　
飲
食
』
近
藤
出
版
　
昭
和
五
十
八
年。
　
　
・
坪
井
注
文
著”
『
稲
を
選
ん
だ
日
本
人
』
未
来
社
　
昭
和
五
十
八
年。
　
　
・
篠
田
統
著一
『
米
の
文
化
史
』
社
会
思
想
社
　
昭
和
五
十
四
年。
　
　
・
杜
宏
史
著
”
『
米
と
日
本
文
化
』
評
言
社
　
昭
和
四
十
七
年。
　
　
・
福
田
ア
ジ
オ、
宮
田
登
編
一
『
日
本
民
俗
学
概
論』
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
六
十
年。
　
　
・
桜
井
徳
太
郎、
谷
川
健
一
、
坪
井
注
文、
宮
田
　
登、
波
平
恵
美
子
著
”
『
ハ
レ・
　
　
　
ケ
・
ケ
ガ
レ』
青
土
社
　
昭
和
五
十
九
年。
　
　
・
『
朝
日
百
科
　
世
界
の
食
べ
も
の
』
一
三
三
　
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
五
十
八
年。
　
　
・
西
角
井
正
慶
編
H
『
年
中
行
事
辞
典』
東
京
堂
出
版
　
昭
和
五
十一
年
。
　
　
・
下
中
邦
彦
編
一
『
世
界
大
百
科
辞
典』
一
二
　
平
凡
社
　
昭
和
四
十
七
年
。
十
一
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・
国
史
大
辞
典
編
修
会
編
端
国
史
大
辞
典
』
六
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
六
十
年。
・
坂
倉
又
吉
著
叫
『
酒
お
も
し
ろ
語
典』
大
和
出
版
　
昭
和
六
十
一
年。
十
二
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